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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の空気調和装置と、冷凍機と、この冷凍機により冷却される冷水を送り側冷水として
前記複数の空気調和装置に供給するポンプ装置とを備え、前記各空気調和装置は、熱交換
器と、給気送風機とを有し、前記熱交換器に流れる空気流と前記送り側冷水とを前記熱交
換器にて熱交換させた後、前記送り側冷水を還り側冷水として前記冷凍機に還流するとと
もに前記給気送風機の回転数に応じた給気風量として空調空間内に給気するようにしたビ
ルディング用空調制御システムにおいて、
前記各空気調和装置は、前記空調空間から前記空気調和装置によって還気される還気温度
を検出する還気温センサと、
前記給気送風機からの前記熱交換器での熱交換後の給気温度を検出する給気温センサと、
前記送り側或いは還り側の冷水の流量を冷水流量として検出する流量センサと、
前記送り側冷水の温度を検出する送り側水温センサと、
前記還り側冷水の温度を検出する還り側水温センサとを有し、
弁本体及びこの弁本体を駆動する弁駆動手段を有する電動２方弁と、
インバータと、データ処理手段を有する空調制御器とを備え、
前記データ処理手段は、
前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えるとき前記弁本体の開度を絞る最大
流量設定手段と、
前記送り側水温センサ及び還り側水温センサからの前記検出送り側水温及び前記検出還り
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側水温の間の水温差が設定水温度差と異なるとき、この設定水温度差を維持するように前
記弁本体の開度を決定する温度差流量制限手段と、
前記還気温センサからの検出温度に基づき前記空調空間内の温度を設定温度にするように
前記給気送風機の回転数を決定する回転数決定手段と、
前記給気送風機の回転数が軽負荷に対応する値になったとき、前記空調空間内の温度を設
定温度に維持するように前記弁本体の開度を決定する空間内温度制御手段とを備え、
前記弁駆動手段は、
　前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えるときには、前記最大流量設定手
段により前記弁本体の開度を調節し、
　前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を下回るときには、前記温度差流量制御
手段による決定開度となるように前記弁本体を駆動し、
この駆動後、前記インバータは、前記回転数決定手段による前記給気送風機の決定回転数
に基づき当該給気送風機の回転数を制御し、この制御に伴い前記給気送風機の回転数が軽
負荷に対応する値になったとき、前記弁駆動手段は、前記空間内温度制御手段による決定
開度となるように前記弁本体を駆動することを特徴とするビルディング用空調制御システ
ム。
【請求項２】
複数の空気調和装置と、冷凍機と、この冷凍機により冷却される冷水を送り側冷水として
前記複数の空気調和装置に供給するポンプ装置とを備え、前記各空気調和装置は、熱交換
器と、給気送風機とを有し、前記熱交換器に流れる空気流と前記送り側冷水とを前記熱交
換器にて熱交換させた後、前記送り側冷水を還り側冷水として前記冷凍機に還流するとと
もに前記給気送風機の回転数に応じた給気風量として空調空間内に給気するようにしたビ
ルディング用空調制御システムにおいて、
前記各空気調和装置は、前記空調空間から前記空気調和装置によって還気される還気温度
を検出する還気温センサと、
前記給気送風機からの前記熱交換器での熱交換後の給気温度を検出する給気温センサと、
前記送り側或いは還り側の冷水の流量を冷水流量として検出する流量センサと、
前記送り側冷水の温度を検出する送り側水温センサと、
前記還り側冷水の温度を検出する還り側水温センサとを有し、
前記検出冷水流量、検出送り側水温及び検出還り側水温を出力する複合検出装置と、
弁本体及びこの弁本体の最大流量設定を保有する最大流量設定手段に加え、
前記弁本体の開度を制御する弁制御手段を有する電動２方弁と、
インバータ及びデータ処理手段を有するインバータ装置とを備え、
前記最大流量設定手段は、
　前記複合検出装置からの検出冷水流量が最大流量を超えるとき前記弁本体の開度を絞り
、
　そして、前記データ処理手段は、前記給気温センサからの検出温度に基づき前記空調空
間内への給気の温度を所定給気温度に維持するように前記電動２方弁の弁本体の開度を決
定する給気温度制御手段と、
　前記還気温センサからの検出温度に基づき前記空調空間内の温度を設定温度にするよう
に前記給気送風機の回転数を決定する回転数決定手段と、
　前記還気温センサからの検出温度に基づき前記空調空間内の温度を設定温度に維持する
ように前記弁本体の開度を決定する空間内温度制御手段とを備え、
前記弁制御手段は、
　前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えるときには、最大流量設定手段に
より前記弁本体の開度を調節し、
　前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を下回るときには、前記給気温度制御手
段による決定開度となるように前記弁本体の開度を制御し、
　この制御後、前記インバータは、前記回転数決定手段による前記給気送風機の決定回転
数に基づき当該給気送風機の回転数を制御し、
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　この制御に伴い前記給気送風機の回転数が軽負荷に対応する値になったとき、
　前記弁制御手段は、前記空調空間内の温度を設定温度に維持するように前記弁本体の開
度を空間内温度制御手段による決定開度に制御することを特徴とするビルディング用空調
制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築等に採用される空調制御システムに係り、特に、省エネルギーを目的と
したビルディング用空調制御システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の空調制御システムにおいて、空調設備では空調空間内の快適性を確保し
ながら外気冷房、給気温度制御、ＶＡＶ制御および風量制御等により省エネルギーを図る
一方、熱源設備においても熱源機器の容量制御および台数制御、ポンプの台数制御、イン
バータ制御およびＶＷＶ制御等による省エネルギーを図っている。
【０００３】
　このような空調制御システムでは、熱源設備において、冷房負荷の高い日の起動時には
、電動２方弁の開度が全開になるためポンプ装置は次々増段する。そして、一般的にポン
プの揚程および電動２方弁の口径等に余裕があり、かつ前記空調設備の熱交換器は、計算
列数に対して最大負荷よりも余裕を持っている。それらにより、前記電動２方弁が全開に
なれば最大負荷時の２倍から３倍等の流量が前記全熱交換器を流れる状態になり、還り側
冷水の温度が熱源の適正な温度に対して低い状態で冷凍機に還っていく。また、冷房負荷
が軽くなると、熱源機器における熱媒としての冷水の流量制御が熱量に対して適正になさ
れていない状態が生じている。従って、空調空間内の快適な空調が確保されていても、冷
水の送り・還り温度差が一定に維持されず、熱源設備において搬送動力のみならず冷凍機
の成績係数を低下させ、省エネルギーが適正にされていないのが実情である。
【０００４】
　このため、下記非特許文献１により開示されているように、空調制御システムの中で冷
水の送り・還りの温度差制御を適正に行うという提案がなされている。
【非特許文献１】「オールインワン型空調機の開発－冷温水の往・返温度差を確保する空
調機」社団法人空気調和・衛生工学会による平成１５年９月発行空気調和・衛生工学第７
７巻第９号７６９頁～７７０頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来の空調制御システムでは、冷房負荷の高い日の起動時において、空気調
和装置の熱交換器の設計流量である最大流量値を大きく超えることになり、熱交換器の送
りと還り側冷水の温度差が確保できないため、熱源設備の省エネルギーを図れないという
課題があった。
【０００６】
　また冷房負荷が軽くなってきた場合には、空調空間内の温度を設定温度に維持する制御
をおこなっているが、冷水の送り・還りの温度差を確保する制御はおこなわれていないた
め、還り側冷水の温度は成り行きとなり冷凍機への還り側冷水の温度が不安定となるため
、熱源設備の省エネルギーを図れないという課題があった。
【０００７】
　また上記非特許文献１にも、冷水の送り・還りの温度差制御を適正に行うための具体的
な提案が十分にはなされていない。
【０００８】
　そこで、本発明は、このような観点から、空調空間内の冷房負荷に併せ、送り側冷水と
還り側冷水との温度差を適正に維持して、冷凍機への還り側冷水の温度が適正に行なわれ
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るようにするビルディング用空調制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題の解決にあたり、本発明に係るビルディング用空調制御システムは、請求項１
の記載によれば、複数の空気調和装置（Ｕ）と、冷凍機（Ｒ）と、この冷凍機により冷却
される冷水を送り側冷水として複数の空気調和装置に供給するポンプ装置（Ｐｕ）とを備
え、各空気調和装置は、熱交換器（３０）と、給気送風機（４０）とを有し、熱交換器に
流入する空気流と上記送り側冷水とを熱交換器にて熱交換させた後、上記送り側冷水を還
り側冷水として冷凍機に還流するとともに上記空気流を給気送風機によりその回転数に応
じた量にて給気風量として空調空間（Ｆ）内に給気する。
【００１０】
　当該ビルディング用空調制御システムにおいて、各空気調和装置は、上記空調空間から
空気調和装置にて還気される還気温度を検出する還気温センサ（８０ａ）と、給気送風機
から熱交換器での熱交換後の給気温度を検出する給気温センサ（８０ｂ）と、上記送り側
或いは還り側の冷水の流量を冷水流量として検出する流量センサ（５２）と、上記送り側
冷水の温度を送り側冷水温として検出する送り側水温センサ（５３）と、上記還り側冷水
の温度を還り側冷水温として検出する還り側水温センサ（５４）とを有し、弁本体（６０
ａ）及びこの弁本体を駆動する弁駆動手段（６０ｂ）を有する電動２方弁（６０）と、イ
ンバータ（７０ａ）と、データ処理手段を有する空調制御器（７０ｂ）とを備える。
【００１１】
　ここで、データ処理手段は、前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えると
き前記弁本体の開度を絞る最大流量設定手段（１０２）と、前記送り側水温センサ及び還
り側水温センサからの上記検出送り側水温及び上記検出還り側水温の間の水温差が設定水
温度差と異なるとき、この設定水温度差を維持するように弁本体の開度を決定する温度差
流量制限手段（１１０）と、還気温センサからの検出温度に基づき空調空間内の温度を設
定温度にするように給気送風機の回転数を決定する回転数決定手段（１２０）と、前記給
気送風機の回転数が軽負荷に対応する値になったとき、前記空調空間内の温度を設定温度
に維持するように前記弁本体の開度を決定する空間内温度制御手段（１５０）とを備え、
前記弁駆動手段は、前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えるときには、前
記最大流量設定手段により前記弁本体の開度を調節し、前記流量センサからの検出冷水流
量が最大流量を下回るときには、前記温度差流量制限手段による決定開度となるように前
記弁本体を駆動し、この駆動後、前記インバータは、前記回転数決定手段による前記給気
送風機の決定回転数に基づき当該給気送風機の回転数を制御し、この制御に伴い前記給気
送風機の回転数が軽負荷に対応する値になったとき、前記弁駆動手段は、前記空間内温度
制御手段による決定開度となるように前記弁本体を駆動することを特徴とする。
【００１２】
　これにより、当該空調制御システムの起動時において空調空間内が高負荷状態にあると
き、熱交換器を流れる冷水流量が熱交換器の最大流量値を超えないように電動２方弁が制
御される。その結果、ポンプ装置は過剰運転を生じることなく最適流量の供給を行い搬送
動力の低減を図ると同時に、熱交換器への送り側冷水の過剰な量の流入、換言すれば、熱
交換器の熱交換能力を超えるような冷水の当該熱交換器への流入を招くことなく、熱交換
器の熱交換能力を有効に発揮させ得るため、冷凍機への還り温度が適正に行なわれ、冷凍
機の成績係数を高めることができ熱源系統の省エネルギー化を確保できる。
【００１３】
　そして、上述のように最大流量設定値以上の冷水が流れないようになった場合、その流
量の範囲内において、熱交換器への送り側冷水の温度と当該熱交換器からの還り側冷水の
温度との水温差が設定水温度差と異なれば、電動２方弁の弁本体の開度が上記検出送り側
水温及び上記検出還り側水温に応じて上記設定水温度差を維持するように制御される。そ
して、このように設定水温度差を維持するように電動２方弁の弁本体の開度が制御される
に伴い、給気送風機の回転数が還気温センサの検出温度に基づき空調空間内の実際の温度
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を設定温度にするように制御される。そのため、上記送り側水温と上記還り側水温との間
の温度差を上記設定水温度差に維持することで熱交換器を流れる冷水の量が適正に制御さ
れ、その結果、空調空間内の温度を設定温度に維持しつつ、熱交換器の熱交換能力を有効
に利用し得ることとなる。よって、空調空間内の快適な空調の維持に併せ、冷却装置への
還り温度が適正に行なわれるため、成績係数を高めることができ熱源系統の省エネルギー
化を確保できる。
【００１４】
　また、このような空調制御処理を行なう中で空調空間内が軽負荷状態になった後は、給
気送風機の回転数を一定回転数に制限し、電動２方弁の弁本体の開度が、還気温センサか
らの検出温度に応じて空調空間内の温度を設定温度に維持するように制御される。このた
め、空調空間内が冷えすぎることもなく快適な空調の維持に併せ、上記送り側水温と上記
還り側水温との間の温度差を上記設定水温度差に実質的に維持することで、冷凍機への還
り温度が適正に行なわれるため、成績係数を高め当該空調制御システムにおける熱源系統
の省エネルギー化を実現できる。
【００１５】
　また、本発明に係るビルディング用空調制御システムは、請求項２の記載によれば、複
数の空気調和装置（Ｕ）と、冷凍機（Ｒ）と、この冷凍機により冷却される冷水を送り側
冷水として複数の空調装置に供給するポンプ装置（Ｐｕ）とを備え、各空気調和装置は、
熱交換器（３０）と、給気送風機（４０）とを有し、熱交換器に流入する空気流と上記送
り側冷水とを熱交換器にて熱交換させた後、上記送り側冷水を還り側冷水として冷凍機に
還流するとともに上記空気流を給気送風機によりその回転数に応じた量にて給気風量とし
て空調空間（Ｆ）内に給気する。
【００１６】
　当該ビルディング用空調制御システムにおいて、各空気調和装置は、上記空調空間から
空気調和装置によって還気される還気温度を検出する還気温センサ（８０ａ）と、給気送
風機からの給気温度を検出する給気温センサ（８０ｂ）と、上記送り側或いは還り側の冷
水の流量を冷水流量として検出する流量センサ（５２）と、上記送り側冷水の温度を送り
側冷水温として検出する送り側水温センサ（５３）と、上記還り側冷水の温度を還り側冷
水温として検出する還り側水温センサ（５４）とを有し、上記検出冷水流量、検出送り側
水温及び検出還り側水温を出力複合検出装置（５０）と、弁本体の最大流量設定を保有す
る最大流量設定手段の処理に加え、弁本体（６０ａ）及びこの弁本体の開度を制御し、複
合検出装置からの検出冷水流量が最大流量を超えるとき弁本体の開度を絞る弁制御手段（
６０ｃ）を有する電動２方弁（６０）と、インバータ（７０ａ）及びデータ処理手段を有
するインバータ装置（７０）とを備え、
　前記最大流量設定手段は、前記複合検出装置からの検出冷水流量が最大流量を超えると
き前記弁本体の開度を絞り調節し、そして、前記データ処理手段は、前記給気温センサか
らの検出温度に基づき空調空間内への給気流の温度を所定給気温度に維持するように電動
２方弁の弁本体の開度を決定する給気温度制御手段（３２０）と、還気温センサからの検
出温度に基づき空調空間内の温度を設定温度にするように給気送風機の回転数を決定する
回転数決定手段（３３０）と、還気温センサからの検出温度に基づき空調空間内の温度を
設定温度に維持するように弁本体の開度を決定する空間内温度制御手段（３５０）とを備
え、前記弁制御手段は、前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を超えるときには
、前記最大流量設定手段により複合検出装置からの上記最大流量設定値になるように弁本
体の開度を調節し、前記流量センサからの検出冷水流量が最大流量を下回るときには、給
気温度制御手段による決定開度となるように弁本体の開度を制御し、この制御後、インバ
ータは、回転数決定手段による給気送風機の決定回転数に基づき当該給気送風機の回転数
を制御し、この制御に伴い給気送風機の回転数が軽負荷に対応する値になったとき、弁制
御手段は、空調空間内の温度を設定温度に維持するように弁本体の開度を空間内温度制御
手段による決定開度に制御することを特徴とする。
【００１７】
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　これにより、当該空調制御システムの起動時において空調空間内が高負荷状態にあると
き、熱交換器を流れる冷水流量が熱交換器の最大流量値を超えると、最大流量値になるよ
うに電動２方弁の弁本体の開度が設定される。その結果、ポンプ装置は過剰運転を生じる
ことなく最適流量の供給を行い搬送動力の低減を図ると同時に、熱交換器への送り側冷水
の過剰な量の流入、換言すれば、熱交換器の熱交換能力を超えるような冷水の当該熱交換
器への流入を招くことなく、熱交換器の熱交換能力を有効に発揮させ得るため、冷凍機へ
の還り温度が適正に行なわれ、冷凍機の成績係数を高めることができ熱源系統の省エネル
ギー化を確保できる。
【００１８】
　そして、上述のように最大流量設定値を超える冷水が流れないようになった場合、その
流量の範囲内において、電動２方弁の弁本体の開度が、給気温センサからの検出温度に応
じて空調空間内への給気温度を所定給気温度に維持するように制御されるとともに、給気
送風機の回転数が還気温センサの検出温度に基づき空調空間内の温度を設定温度にするよ
うに制御される。このため、空調空間内の快適な空調を図ると共に、送り側水温と還り側
水温との間の温度差を設定水温度差に実質的に維持して熱源系統の省エネルギー化を確保
できる。
【００１９】
　また、このような空調制御処理をおこなう中で空調空間内が軽負荷状態になった後は、
給気送風機の回転数を一定回転数に制限し、電動２方弁の弁本体の開度が、空調空間内の
温度を設定温度に維持するように還気温センサからの検出温に応じ制御されるとともに、
検出送り水温及び検出還り水温に応じて設定水温度差を維持するように制御される。この
ため、空調空間内の快適な空調の維持に併せ、送り側水温と還り側水温との間の温度差を
設定水温度差に維持することで熱交換器、ひいては当該空調制御システムにおける熱源系
統の省エネルギー化を確保できる。
【００２０】
　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関
係を示すものである。
【発明の効果】
【００２１】
　そこで、本発明は、空調空間内が高負荷状態の場合に、電動２方弁の最大流量制御をす
ることにより、熱交換器への送り側冷水の過剰な量の流入を防ぎ熱交換能力を有効に発揮
する。つまり、ポンプ装置は過剰な流量を流すことなく最適流量を供給し、冷凍機への還
り側冷水の温度が適正に行なわれるようになる。
【００２２】
　また、空調空間内の冷房負荷に併せ、送り側冷水と還り側冷水との温度差を適正に維持
して、冷凍機への還り側冷水の温度が適正に行なわれるようにすることにより、熱交換器
の熱交換能力を有効に発揮させ得るため、冷凍機への還り温度が適正に行なわれ、冷凍機
の成績係数を高めることができるため熱源系統の省エネルギー化を確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の各実施形態を図面により説明する。
【００２４】
　（第１実施形態）
　図１は、本発明に係るビルディング用空調制御システムの第１実施形態を示している。
当該空調制御システムは、冷凍機Ｒと、ポンプ装置Ｐｕと、複数の空気調和装置Ｕと、中
央監視装置Ｍとを備えている。
【００２５】
　冷凍機Ｒは、各空気調和装置Ｕから各個還り配管Ｐ４（以下、還り側配管Ｐ４ともいう
）及び共通還り配管Ｐ５を通り流入する還り側冷水を冷却し送り側冷水として送り配管Ｐ
１内に流出させる。
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【００２６】
　ポンプ装置Ｐｕは、冷凍機Ｒを出た直後の送り配管Ｐ１内の送り側冷水をヘッダを経て
ポンプで流量制御した後、空気調和装置Ｕに送出する共通送り配管Ｐ２及び各送り配管Ｐ
３（以下、送り側配管Ｐ３ともいう）を介し各空気調和装置Ｕに圧送する。本第１実施形
態では、当該ポンプ装置Ｐｕは、三台のポンプＰｕａを並列接続して構成されており、当
該ポンプ装置Ｐｕによる冷水の圧送量は、当該ポンプＰｕａの駆動台数の変動でもって変
化する。また、当該ポンプＰｕａの駆動台数は、当該空調制御システムにおける冷水の全
流量の使用状況に伴い変動するように制御される。
【００２７】
　各空気調和装置Ｕは、例えば、建物の各階の室Ｆ（図２参照）にそれぞれ付設されてい
るもので、これら各空気調和装置Ｕは共に同一の構成を有するように構成されている。
【００２８】
　ここで、当該各空気調和装置Ｕのうちの一空気調和装置Ｕを例に挙げてその構成につき
図２に基づき説明する。当該空気調和装置Ｕは、装置本体Ｂと、制御装置Ｅとにより構成
されている。
【００２９】
　装置本体Ｂは、ハウジング１０内にてその上流側から下流側にかけて順次配設したフィ
ルタ２０、冷水コイルからなる熱交換器３０及び給気送風機４０を備えている。フィルタ
２０は外気ダンパー１０ａを介しハウジング１０内にその外気導入口１１から導入される
外気ＯＡの風量或いはハウジング１０内にその還気吸込口１２を通し導入される還気ＲＡ
の風量を清浄して清浄空気流として熱交換器３０に流入する。なお、外気ダンパー１０ａ
が開くことにより、外気ＯＡの風量をハウジング１０の外気導入口１１内に導入してそれ
が閉じることにより、外気ＯＡの風量の外気導入口１１内への導入を遮断する。また、図
２において、符号１０ｂは、排気ダンパーを示しており、この排気ダンパー１０ｂが開く
ことにより、室Ｆからの還気ＲＡの風量を外部に排出する。また、当該排気ダンパー１０
ｂが閉じることにより、室Ｆから外部への還気ＲＡの風量の排出を遮断し、還気ＲＡの風
量をフィルタ２０、熱交換器３０に流通させた後、給気送風機４０により室Ｆに給気する
。
【００３０】
　熱交換器３０は、流水入口３１にて、送り側配管Ｐ３から送り側冷水を流入されて、こ
の流入冷水を流水出口３２に向け流動させて、この流動冷水でもってフィルタ２０からの
清浄空気流と熱交換し、そして熱交換された清浄空気流は給気送風機４０により室内に流
出するともに、流動冷水を流水出口３２から還り側配管Ｐ４内に流出する。
【００３１】
　給気送風機４０は、交流電動機４１（以下、給気ファンモータ４１ともいう）と、この
給気ファンモータ４１により駆動される給気ファン４２とを備えており、給気ファンモー
タ４１は、制御装置Ｅによる制御に基づき回転数制御される。給気ファン４２は、給気フ
ァンモータ４１によりその制御回転数に応じて駆動されて、熱交換器３０からの流出空気
流を、上記制御回転数に比例する量にて、給気ＳＡの風量として、ハウジング１０の給気
吹出口１３から上記建物の対応室Ｆ内に供給する。
【００３２】
　制御装置Ｅは、複合検出装置５０と、電動２方弁６０と、インバータ７０ａと、空調制
御器７０ｂとを備えている。複合検出装置５０は、データ処理器５１と、電磁流量センサ
５２と、送り側水温センサ５３と、還り側水温センサ５４とを備えている。
【００３３】
　データ処理器５１は、その表示部（図示しない）にて、電磁流量センサ５２並びに両水
温センサ５３及び５４の各検出出力をデータとして一定期間（例えば、６０日間）記憶保
持しかつ表示するとともに、当該各検出出力をケーブルを介しデータとして空調制御器７
０ｂに出力する。
【００３４】
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　電磁流量センサ５２は、送り側配管Ｐ３の下流部位に介装されており、この電磁流量セ
ンサ５２は、当該送り側配管Ｐ３内を通り熱交換器３０の流水入口３１に向けて流れる送
り側冷水の流量を電磁的に検出する。
【００３５】
　送り側水温センサ５３は、送り側配管Ｐ３の下流部位に付設されており、この水温セン
サ５３は、当該送り側配管Ｐ３内の送り側冷水の温度を送り側水温Ｔｓとして検出する。
また、還り側水温センサ５４は、還り側配管Ｐ４の空気調和装置Ｕ近くの上流部位に付設
されており、この水温センサ５４は、熱交換器３０の流水出口３２から流出して還り側配
管Ｐ４内に流れる還り側冷水の温度を還り側水温Ｔｒとして検出する。
【００３６】
　電動２方弁６０は、比例制御弁として機能するもので、この電動２方弁６０は、弁本体
６０ａと、駆動回路６０ｂとを備えている。弁本体６０ａは、還り配管Ｐ４の下流部位に
介装されており、当該弁本体６０ａは、その開度に応じて、還り配管Ｐ４内に流れる還り
側冷水の流量を制御する。駆動回路６０ｂは、空調制御器７０ｂにより演算された開度信
号に基づいて弁本体６０ａを駆動するものである。
【００３７】
　インバータ７０ａは、三相交流電源ＰＳの三相の電源電圧（２００（Ｖ））を給電され
て、空調制御器７０ｂで決定される送風給気流の量に基づきこれに比例する制御周波数に
て出力電圧を発生し給気ファンモータ４１に出力する。
【００３８】
　空調制御器７０ｂは、マイクロコンピュータ７１を備えており、このマイクロコンピュ
ータ７１は、制御プログラムを図３にて示すフローチャートに従い実行する。この実行中
において、当該マイクロコンピュータ７１は、複合検出装置５０からの送り側水温Ｔｓ、
還り側水温Ｔｒ、冷水流量ｑ、還気温センサ８０ａ検出出力や給気温センサ８０ｂの検出
出力に基づき電動２方弁６０の比例開度制御及び給気送風機４０による送風給気流量制御
に要する処理を行うと共に、複合検出装置５０のデータ処理器５１からのデータをＬＯＮ
ネットワークＬＮ（図１参照）を介し中央監視装置Ｍに監視用データとして送信するため
の処理等を行う。
【００３９】
　なお、本第１実施形態では、上記制御プログラムは、マイクロコンピュータ７１のＲＯ
Ｍに予め記憶されている。
【００４０】
　還気温センサ８０ａは、装置本体Ｂのハウジング１０内にて還気吸込口１２の風道内近
傍に支持されており、この還気温センサ８０ａは、室Ｆからハウジング１０内への還気Ｒ
Ａの風量の温度を室内温として検出する。給気温センサ８０ｂは、装置本体Ｂのハウジン
グ１０内にて給気吹出口１３の近傍に支持されており、この給気温センサ８０ｂは、ハウ
ジング１０から室Ｆ内への給気ＳＡの風量の温度を給気温度として検出する。なお、各空
気調和装置Ｕは、互いに独立的に起動或いは停止するようになっている。
【００４１】
　以上のように構成した本第１実施形態において、当該空調制御システムが起動されると
、ポンプ装置Ｐｕが冷凍機Ｒから送り配管Ｐ１を介し冷水を共通送り配管Ｐ２を通して各
空気調和装置Ｕに圧送する。現段階において、全空気調和装置Ｕが当該空調制御システム
の起動に伴い起動されるものとすれば、上述のようにポンプ装置Ｐｕから圧送される冷水
は、空気調和装置Ｕ毎に、送り側配管Ｐ３及び電動２方弁６０の弁本体６０ａを介し熱交
換器３０内にその流水入口３１から流入し、然る後、当該熱交換器３０の流水出口３２か
ら流出して還り側配管Ｐ４及び共通還り配管Ｐ５を通り冷凍機Ｒに還流する。
【００４２】
　このような状態では、複合検出装置５０において、電磁流量センサ５２が送り側配管Ｐ
３中の冷水の流量ｑを検出し、送り側水温センサ５３が送り側配管Ｐ３中の冷水の温度を
送り側水温Ｔｓとして検出し、還り側水温センサ５４が還り側配管Ｐ４中の冷水の温度を
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還り側水温Ｔｒとして検出する。
【００４３】
　これに伴い、データ処理器５１が、電磁流量センサ５２の流量ｑ及び各水温センサ５３
、５４の検出水温を空調制御器７０ｂに出力するとともに上記表示部にて表示する。
【００４４】
　ここで、夏期の外気の影響による冷房負荷の高い日および室内の冷房負荷が増加して、
建物の各室Ｆの実際の室内温が設定温よりもかなり高い場合には、各空気調和装置Ｕは、
共に、上述のような高い室内温に起因して高負荷の状態におかれる。
【００４５】
　ここで、各空気調和装置Ｕが起動されると、空気調和装置Ｕ毎に、空調制御器７０ｂに
おいて、マイクロコンピュータ７１が図３のフローチャートに従い制御プログラムの実行
を開始する。
【００４６】
　そして、上記制御プログラムの実行を開始すると、ステップ１０１において、送り側配
管Ｐ３内の冷水の検出流量ｑが最大流量ｑｍａｘを超えるか否かが判定される。この判定
はデータ処理器５１からの検出流量ｑに基づきなされる。例えば当該空調制御システムの
起動時等で上記空調空間内が高負荷状態にあるとき、検出流量ｑが最大流量ｑｍａｘを超
えれば、ステップ１０１においてＹＥＳと判定される。一方、上記空調空間内が通常負荷
状態時の検出流量ｑが最大流量ｑｍａｘ以下の場合には、ステップ１０１においてＮＯと
判定される。
【００４７】
　ここで、ステップ１０１でＹＥＳまたはＮＯと判定された場合について説明する。
【００４８】
　ステップ１０１においてＹＥＳと判定された場合、すなわち上記空調空間内が高負荷状
態にあるとき、次のステップ１０２において、最大流量ｑｍａｘに対応する開度への調節
処理がなされる。つまり、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度が最大流量設定値になる
ように制限される。ここで、最大流量とは、設計最大負荷に対応する熱交換器３０の能力
を発揮するために必要な流量をいう。これにより、熱交換器３０への送り側冷水の過剰な
量の流入により熱交換器３０の熱交換能力を超えて、還り側冷水が低温状態のまま流出す
る(例えば冷水塊とよぶ)ことはなくなる。つまり、ポンプ装置Ｐｕは過剰な流量を流すこ
となく最適流量を供給し、熱交換器３０からの熱交換能力を有効に発揮させ、冷凍機Ｒへ
の還り側冷水の温度が適正に行なわれるようになる。
【００４９】
　然る後、ステップ１２０において、室内温度に基づく給気ファン４２の回転数制御処理
がなされる。この回転数制御処理では、室Ｆ内の実際の温度を室Ｆ内の設定温度に調節す
るように室内Ｆへの給気ＳＡの風量を制御するため、還気温センサ８０ａの検出室内温に
基づき、上記検出室内温の上記設定温との差に基づき給気ＳＡの風量が決定され、インバ
ータ７０ａに出力される。
【００５０】
　すると、インバータ７０ａは、上記決定給気ＳＡの風量に比例する制御周波数にて出力
電圧を発生し給気ファンモータ４１に出力する。これに伴い、当該給気ファンモータ４１
は、上記制御周波数に対応する回転数にて回転するように制御され、給気ファン４２がこ
の給気ファンモータ４１の制御回転数に対応する量にて外気ＯＡの風量或いは還気ＲＡの
風量をフィルタ２０及び熱交換器３０を通し吸引し、給気ＳＡの風量として室Ｆ内に供給
する。この場合、給気ファン４２は高い回転数で運転している。
【００５１】
　以上から、上述のように室Ｆ内が高負荷状態にあっても、熱交換器３０を流れる冷水の
量が適正に制御され、熱交換器３０の熱交換能力を有効に利用し得ることとなる。よって
、室Ｆ内の快適な空調の維持に併せ、熱交換器３０ひいては当該空調制御システムにおけ
る熱源系統の省エネルギー化を実現できる。
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【００５２】
　一方、ステップ１０１においてＮＯと判定された場合、すなわち検出流量ｑが最大流量
ｑｍａｘの範囲内である通常負荷の場合には、次のステップ１１０において、熱交換器３
０の熱交換能力を良好に発揮し得る設定水温度差５（℃）を維持するための電動２方弁６
０の開度制御処理がなされる。ここでの設定水温度差とは、検出された還り側水温Ｔｒと
送り側水温Ｔｓの温度差（以下、水温差ΔＴと呼ぶ）を所定の値に設定することをいい、
設定水温度差はここでは５（℃）である。つまり、水温差ΔＴが設定水温度差５（℃）よ
り小さい場合には、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度を絞り、設定水温度差５（℃）
より大きい場合には、電動２方弁６０の弁本体６０ａを開く制御をおこなう。これに伴い
、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度が、データ処理器５１からの送り側水温Ｔｓ及び
還り側水温Ｔｒに基づき、水温差ΔＴを上記設定水温度差５（℃）に等しくするように決
定されて、電動２方弁６０の駆動回路６０ｂに出力される。
【００５３】
　すると、当該駆動回路６０ｂは、弁本体６０ａの開度をマイクロコンピュータ７１から
上記決定開度にするように弁本体６０ａを駆動する。これにより、送り側配管Ｐ３から熱
交換器３０を通り還り側配管Ｐ４に流れる冷水の検出流量ｑが、水温差ΔＴを設定水温度
差５（℃）に維持するように制御される。
【００５４】
　然る後、ステップ１２０において、上記と同様の処理がなされる。この場合の給気ファ
ン４２の回転数は、最高回転数から後述する最低回転数Ｎａの範囲で増加減少を繰り返し
ながら運転をおこなっている。
【００５５】
　従って、室Ｆ内の温度を設定温度差に維持して快適な空調の維持するとともに、水温差
ΔＴが設定水温度差を維持することにより、冷凍機Ｒへの還り側冷水の温度が適正に行な
われ、当該空調制御システムにおける熱源系統の省エネルギー化を実現できる。
【００５６】
　次に、ステップ１２０における回転数制御処理が終了すると、ステップ１３０において
、回転数出力に基づき給気ファン４２の回転数Ｎ≦設定された最低回転数Ｎａか否かが判
定される。ここで、最小外気量を確保するための最低回転数Ｎａは、給気ファン４２の回
転数Ｎの最大値の３０（％）とする。ここで、Ｎ＞Ｎａであれば、ステップ１３０におい
てＮＯと判定されテップ１０１に戻り、上述の処理がなされる。
【００５７】
　ステップ１３０では、室Ｆ内の実際の温度を上記設定温度に維持した状態で、室Ｆ内の
冷房負荷が軽負荷状態になった場合、回転数Ｎ≦設定された最低回転数Ｎａが上記回転数
の出力に基づき判断され、ＹＥＳと判定される。これに伴い、次のステップ１４０におい
て、回転数Ｎ＝Ｎａに基づく給気ファン４２の回転数制御処理がなされる。この回転数制
御処理では、インバータ７０ａが、マイクロコンピュータ７１からの回転数Ｎ＝Ｎａに対
応する制御周波数にて出力電圧を発生し給気ファンモータ４１に出力し、給気ファン４２
は、回転数Ｎ＝Ｎａに対応する量にて外気ＯＡの風量或いは還気ＲＡの風量をフィルタ２
０及び熱交換器３０を通し吸引し、給気ＳＡの風量として室Ｆ内に供給する。
【００５８】
　このようなステップ１４０における処理が終了すると、次のステップ１５０において、
室内温度に基づく電動２方弁６０の開度制御処理がなされる。これに伴い、電動２方弁６
０の開度が、還気温センサ８０ａの検出還気温に基づき、室Ｆ内の実際の温度を上記設定
温度に維持するように決定されて電動２方弁６０の駆動回路６０ｂに出力される。このた
め、弁本体６０ａが当該決定出力開度に基づき駆動回路６０ｂにより駆動される。従って
、弁本体６０ａの開度が上記決定出力開度に制御され、熱交換器３０を流れる冷水の量が
当該弁本体６０ａの制御開度に応じて制御される。
【００５９】
　このように、室Ｆ内が軽負荷状態になった後は電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度が
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、還気温センサ８０ａからの検出還気温に応じて室Ｆ内の実際の温度を上記設定温度に維
持するように制御される。このため、室Ｆ内の快適な空調の維持に併せ、上記送り側水温
と上記還り側水温との間の温度差を上記設定水温度差に実質的に維持することで熱交換器
３０、ひいては当該空調制御システムにおける熱源系統の省エネルギー化を実現できる。
【００６０】
　然る後、ステップ１６０（図３参照）において、水温差ΔＴ＜５（℃）か否かが、デー
タ処理器５１からの送り水温Ｔｓ及び還り水温Ｔｒに基づき判定される。現段階において
、水温差ΔＴ≧５（℃）が維持されておれば、ステップ１６０にてＮＯと判定され、再び
、ステップ１５０において室内温度に基づく電動２方弁６０の開度制御処理が上述と同様
になされる。
【００６１】
　両ステップ１５０、１６０の繰り返し処理状態の後、室Ｆ内の冷房負荷が高くなった場
合には、熱交換器３０での熱交換は大きくなり電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度が開
き、水温差ΔＴが５（℃）よりも小さくなると、ステップ１６０における判定がＹＥＳに
なり、上記制御プログラムはスタートステップに戻る。そして、検出流量ｑが最大流量ｑ
ｍａｘの範囲内であれば、ステップ１０１においてＮＯと判定され、次のステップ１１０
において、熱交換器３０の熱交換能力を良好に活用し得る値である設定水温度差５（℃）
を維持するための電動２方弁６０の開度制御処理がなされ、水温差ΔＴを設定水温度差５
（℃）に維持すべく、当該ステップ１１０以後の処理が上述と同様になされる。
【００６２】
　なお、還気温センサとしているが、室Ｆ内に設けた室内温センサで検出してもよい。
【００６３】
　（第２実施形態）
　図４は、本発明の第２実施形態の要部を示している。この第２実施形態においては、マ
イクロコンピュータ７１が、上記第１実施形態にて述べた制御プログラムを、図３のフロ
ーチャートに代えて、図４にて示すフローチャートに従い実行するように変更され、第一
の実施例において、給気温度が１４（℃）以下になった場合の処理が相違している。その
他の構成については、上記第１実施形態と同様である。従って、第１実施形態のものと同
じ部分については第１実施形態のものと同一の符号を用い、それらについての説明を省略
する。
【００６４】
　このように構成した本第２実施形態において、上記第１実施形態にて述べたと同様に各
空気調和装置Ｕが当該空調制御システムの起動に伴い起動されると、空調制御器７０ｂの
マイクロコンピュータ７１が、上記制御プログラムを図４のフローチャートに従い実行を
開始する。そして、ステップ１０１からステップ１２０の処理は、第１実施形態と同じで
あり、ステップ１２０の処理が終了すると、ステップ１３０において、給気ファン４２の
回転数がＮ≦Ｎａか否かが判定される。ここで、上記第１実施形態と同様にステップ１３
０における判定がＮＯになると、上記第１実施形態とは異なり、ステップ１７０において
、給気温センサ８０ｂの検出給気温度（以下、給気温度ｔｓａともいう）に基づき、給気
温度ｔｓａ≦所定温度か否かが判定される。所定温度はここでは１４（℃）である。
【００６５】
　ここで、給気温度ｔｓａ＞所定温度１４（℃）が成立すれば、ステップ１７０において
ＮＯと判定される。このことは、設定温度に向けての室Ｆ内の温度制御が両ステップ１１
０、１２０の処理で適正になされていることを意味する。よって、ステップ１７０におけ
るＮＯとの判定に伴いステップ１０１に戻り、上述の第１実施形態と同様にステップ１１
０以後の処理がなされる。
【００６６】
　一方、給気温度ｔｓａ≦所定温度１４（℃）であるためにステップ１７０においてＹＥ
Ｓと判定される場合には、設定温度に向けての室Ｆ内の温度制御が両ステップ１１０、１
２０の処理のもとでは給気温度の下がり過ぎとなり、両ステップ１８０、１９０の処理が
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なされる。
【００６７】
　まず、ステップ１８０においては、上記設定水温度差５（℃）よりも１（℃）高い、新
たな設定水温度差６（℃）を維持するための電動２方弁６０の開度制御処理がなされる。
つまり、水温差ΔＴは５（℃）に対して設定水温度差６（℃）と温度差が生じるため、設
定水温度差６（℃）になるように、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度は絞る方向に決
定され、駆動回路６０ｂに出力されて閉方向に駆動する。これにより、冷水流量は減少し
記熱交換器３０に流れる空気流と冷水とを熱交換させる量が減り給気温度は上昇する。そ
して、送り側配管Ｐ３から熱交換器３０を通り還り側配管Ｐ４に流れる冷水の流量ｑが、
水温差ΔＴを設定水温度差６（℃）に維持するように制御される。なお、設定水温度差６
（℃）でも給気温度が上がらない場合には、更に設定水温度差７（℃）と段階的な制御を
行なうようにしてもよい。
【００６８】
　然る後、ステップ１９０において、室内温度に基づく給気ファン４２の回転数増大制御
処理がなされる。この回転数増大処理では、給気温度が上昇した分能力不足になり、室Ｆ
内の実際の温度を設定温度に近づけるように室Ｆ内への給気風量を増大制御するため、還
気温センサ８０ａの検出室内温に基づき、上記検出室内温の上記設定温との差に基づき給
気風量が増大決定され、インバータ７０ａに出力される。
【００６９】
　すると、インバータ７０ａは、上記決定増大給気風量に比例する制御周波数にて出力電
圧を発生し給気ファンモータ４１に出力する。これに伴い、当該給気ファンモータ４１は
、上記制御周波数に対応する増大回転数にて回転するように制御され、給気ファン４２が
この給気ファンモータ４１の制御増大回転数に対応する増大量にて外気ＯＡの風量或いは
還気ＲＡの風量をフィルタ２０及び熱交換器３０を通し吸引し、給気ＳＡの風量として上
記目標吹き出し温度にて室Ｆ内に供給する。
【００７０】
　以上のように両ステップ１８０、１９０の処理がなされることで、給気温度が下がり過
ぎることによる冷気による不快感および、室Ｆ内の吹出ノズル周辺または、空気調和装置
の結露を防止して設定温度に向けての室Ｆ内の温度制御不足が補われ、その結果、室Ｆ内
の温度の設定温度に向けての制御が円滑になされ得る。
【００７１】
　上述のようにしてステップ１９０での処理が終了すると、ステップ１３０において、給
気ファン４２の回転数がＮ≦Ｎａか否かが判定される。現段階にても、ステップ１３０で
の判定がＮＯとなる場合には、ステップ１７０以後の処理が再びなされる。
【００７２】
　然る後、ステップ１３０における判定がＹＥＳになると、室Ｆ内の実際の温度を上記設
定温度に維持した状態で、上述した高負荷状態が軽負荷状態になったことから、ステップ
１４０以後の処理が上記第１実施形態と同様になされる。
【００７３】
　（第３実施形態）
　図５～図７は、本発明に係る空調制御システムの第３実施形態の要部を示している。こ
の第３実施形態では、上記第１実施形態に比べて以下の点が相違している。
【００７４】
　複合検出装置５０のデータ処理器５１は、電動２方弁６０の最大流量設定値をデータと
してケーブルを介し電動２方弁６０に出力し、最大流量設定値の信号をデータ処理器５１
から電動２方弁６０に伝達している点が相違している。なお、上記最大流量設定値は、熱
交換３０の能力がデータ処理器５１に設けたメモリ（図示しない）に予め記憶されている
。
【００７５】
　また、上記第１実施形態にて述べた電動２方弁６０の駆動回路６０ｂを、最大流量弁制
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御回路（以下、弁制御回路６０ｃという）に変更した点が相違している。この弁制御回路
６０ｃは、前記駆動回路６０ｂに弁制御マイクロコンピュータ６１を備えたものであり、
この弁制御マイクロコンピュータ６１は、弁制御プログラムを図７にて示すフローチャー
トに従い実行する。この実行中において、当該弁制御マイクロコンピュータ６１は、複合
検出装置５０からの上記最大流量設定値に応じて電動２方弁６０の弁本体６０ｂの開度調
節処理を行う。弁制御回路６０ｃは、弁制御マイクロコンピュータ６１による開度調節出
力に基づき弁本体６０ａの開度を上記最大流量設定値に調節する。なお、上記弁制御プロ
グラムは弁制御マイクロコンピュータ６１のＲＯＭに予め記憶されている。
【００７６】
　また、上記第１実施形態にて述べたインバータ７０ａと、データ処理手段を有する空調
制御器７０ｂを別体で構成しているものを、インバータ７０ａ及びデータ処理手段を有す
るデジタル制御器７０ｃを一体にしてインバータ装置７０の構成としている点が相違して
いる。ここで、インバータ装置７０に備えているデジタル制御器７０ｃのマイクロコンピ
ュータ７１が、上記第１実施形態にて述べた制御プログラムを、図３フローチャートに代
えて、図６に示すフローチャートに従い実行するように変更されている。
【００７７】
　その他の構成については、上記第１実施形態と同様である。従って、第１実施形態のも
のと同じ部分については第１実施形態のものと同一の符号を用い、それらについての説明
を省略する。
【００７８】
　このように構成した本第３実施形態において、上記第１実施形態で述べたと同様に各空
気調和装置Ｕが当該空調制御システムの起動に伴い起動されると、デジタル制御器７０ｃ
のマイクロコンピュータ７１が、上記制御プログラムを図６のフローチャートに従い実行
を開始し、弁制御回路６０ｃの弁制御マイクロコンピュータ６１が図７のフローチャート
に従い実行を開始する。
【００７９】
　上述のように弁制御マイクロコンピュータ６１が図７のフローチャートに従い上記弁制
御プログラムの実行を開始すると、ステップ４００において、送り側配管Ｐ３内の冷水の
流量ｑが最大流量ｑｍａｘ以上か否かが判定される。この判定はデータ処理器５１からの
検出流量ｑに基づきなされる。ここで、当該空調制御システムの起動時等において上記空
調空間内が高負荷状態にあるとき、検出流量ｑが最大流量ｑｍａｘ以上であれば、ステッ
プ４００においてＹＥＳと判定され、次のステップ４１０において、最大流量ｑｍａｘに
対応する開度への調節処理がなされる。具体的には、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開
度が上記最大流量設定値に減少される。これにより、熱交換器３０への送り側冷水の過剰
な量の流入により熱交換器３０の熱交換能力を超えて、還り側冷水が低温状態のまま流出
する(例えば冷水塊とよぶ)ことはなくなる。つまり、ポンプ装置Ｐｕは過剰な流量を流す
ことなく最適流量を供給し、熱交換器３０からの熱交換能力を有効に発揮させ、冷凍機Ｒ
への還り側冷水の温度が適正に行なわれるようになる。
【００８０】
　ここで、弁制御回路６０ｃの弁制御マイクロコンピュータ６１には、後述するマイクロ
コンピュータ７１で演算された弁開度信号と、前記ステップ４１０にて最大流量ｑｍａｘ
に対応する開度への調節された弁開度信号が入力される。そして、ステップ４１０で最大
流量ｑｍａｘに対応する開度への調節された弁開度信号が有る場合には、ステップ４１０
で調節された弁開度信号を優先し、ステップ４１０で調節された弁開度信号が無い場合に
は、マイクロコンピュータ７１の開度信号に従って弁開度信号が駆動回路６０ｂに出力し
、弁本体６０ａが駆動される。
【００８１】
　一方、マイクロコンピュータ７１は図６のフローチャートに従い制御プログラムを開始
する。まず、ステップ３２０において、給気温度に基づく電動２方弁６０の開度制御処理
がなされる。これに伴い、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度が、給気温センサ８０ｂ
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からの検出給気温度に基づき当該検出給気温度を所定給気温度（例えば、１６（℃））に
維持するように決定され、電動２方弁６０に出力される。このため、電動２方弁６０では
、弁本体６０ａの開度が上記所定給気温度に対応する値になるように、当該弁本体６０ａ
が弁制御手段６０ｃにより制御される。
【００８２】
　その後、ステップ３３０において、室内温度に基づく給気ファン４２の回転数制御処理
がなされる。この回転数制御処理では、室Ｆ内の実際の温度を設定温度に近づけるように
室Ｆ内への給気風量を制御するため、還気温センサ８０ａの検出室内温に基づき、上記検
出室内温の上記設定温との差に基づき送風給気流量が決定され、インバータ７０ａに出力
される。すると、インバータ７０ａは、上記決定給気流量に比例する制御周波数にて出力
電圧を発生し給気ファンモータ４１に出力する。これに伴い、当該給気ファンモータ４１
は、上記制御周波数に対応する回転数にて回転するように制御され、給気ファン４２がこ
の給気ファンモータ４１の制御回転数に対応する量にて外気ＯＡの風量或いは還気ＲＡの
風量をフィルタ２０及び熱交換器３０を通し吸引し、給気ＳＡの風量として上記目標吹き
出し温度にて室Ｆ内に供給する。
【００８３】
　従って、上述のような弁本体６０ａの開度調節のもと、電動２方弁６０の弁本体６０ａ
の開度が、給気温センサ８０ｂからの検出給気温度に応じて室Ｆ内へ給気ＳＡの風量の温
度を上記所定給気温度に維持するように制御されるとともに、給気送風機４０の回転数が
還気温センサ８０ａの検出温度に基づき室Ｆ内の実際の温度を設定温度にするように制御
される。
【００８４】
　そして、ステップ３３０の処理が終了すると、ステップ３４０において、図３のステッ
プ１３０と同様に、上記インバータの回転数出力に基づき回転数Ｎ≦Ｎａか否かが判定さ
れる。そして、Ｎ＞Ｎａであれば、ステップ３４０においてＮＯと判定され、ステップ３
２０以後の処理がなされる。
【００８５】
　ステップ３４０における判定がＹＥＳとなった場合、すなわち、室Ｆ内が軽負荷状態に
なった場合には、ステップ３５０において、室内温度に基づく電動２方弁６０の開度制御
処理がなされる。この開度制御処理では、弁本体６０ａの開度が、還気温センサ８０ａの
検出室内温に基づき、室Ｆ内の実際の温度を上記設定温度に維持するように決定されて電
動２方弁６０の駆動回路６０ｂに出力される。このため、弁本体６０ａの開度が、室Ｆ内
の実際の温度を上記設定温度に維持する値となるように、当該弁本体６０ａが制御され、
熱交換器３０を流れる冷水の量が調節される。
【００８６】
　然る後、ステップ３６０において、データ処理器５１からの送り側水温Ｔｓ及び還り側
水温Ｔｒに基づき、水温差ΔＴ＜設定水温度差５（℃）か否かが判定される。ここで、水
温差ΔＴ≧設定水温度差５（℃）であれば、ステップ３６０にてＮＯと判定され、ステッ
プ３５０の処理が再度なされる。
【００８７】
　このように、室Ｆ内が軽負荷状態になった後は、電動２方弁６０の弁本体６０ａの開度
が、室Ｆ内の実際の温度を設定温度に維持するように還気温センサ８０ａからの検出還気
温に応じ制御されるとともに、上記検出送り側水温及び検出還り側水温に応じて上記設定
水温度差を維持するように制御される。このため、室Ｆ内の快適な空調の維持に併せ、上
記送り側水温と上記還り側水温との間の温度差を上記設定水温度差に維持することで熱交
換器３０、ひいては当該空調制御システムにおける熱源系統の省エネルギー化を実現でき
る。なお、ステップ３６０における判定がＹＥＳになると、制御プログラムはスタートス
テップに戻る。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
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　当該空調制御システムにおいて、暖房負荷状態においても、室Ｆ内の快適空調制御に併
せて、電動２方弁６０の開度を、起動時の最大流量制御および熱交換器３０の送り側及び
還り側の各水温の差を適正に維持するように制御することで、当該空調制御システムの熱
源設備の省エネルギーに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】本発明の第１実施形態を示す全体構成図
【図２】同第１の実施の形態の空気調和装置のブロック図
【図３】同第１の実施の形態の空調制御器のマイクロコンピュータの作用を示すフローチ
ャート
【図４】本発明の第２実施形態における空調制御器のマイクロコンピュータの作用を示す
フローチャート
【図５】本発明の第３実施形態を示す空気調和装置のブロック図
【図６】上記第３実施形態におけるデジタル制御器のマイクロコンピュータの作用を示す
フローチャート
【図７】上記第３実施形態における電動２方弁のマイクロコンピュータの作用を示すフロ
ーチャート
【符号の説明】
【００９０】
　Ｆ　室
　Ｐｕ　ポンプ装置
　Ｒ　冷凍機
　Ｕ　空気調和装置
　３０　熱交換器　
　４０　給気送風機
　５０　複合検出装置
　５１　データ処理器
　５２　流量センサ
　５３　送り側水温センサ
　５４　還り側水温センサ
　６０　電動２方弁
　６０ａ　弁本体
　６０ｂ　駆動回路
　６０ｃ　弁制御回路
　６１　弁制御マイクロコンピュータ
　７０　インバータ装置
　７０ａ　インバータ
　７０ｂ　空調制御器
　７０ｃ　デジタル制御器
　７１　マイクロコンピュータ　
　８０ａ　還気温センサ
　８０ｂ　給気温センサ
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